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 2011年3月に発生した東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故から12年が経過しようとし 

ています。今回は、群馬県が事故直後から実施している県産農産物等の放射性物質検査の結果につ

いてお知らせします。 

区分 検査件数 基準値超過件数 検査概要 

農産物 102件 0件 野菜、果実、米、麦などを検査しています。 

水産物 399件 0件 イワナ、ヤマメなどを検査しています。 

栽培キノコ類 379件 0件 栽培管理されているキノコ類を検査しています。 

野生キノコ類 23件 6件 野生のキノコ類を検査しています。 

 基準値超過内訳 ハナイグチ２、クリタケ２、アカモミタケ、   

         チャナメツムタケ 

野生山菜類 101件 １件 野生の山菜類を検査しています。 

 基準値超過内訳 ワラビ 

野生鳥獣肉 142件 31件 イノシシ、ツキノワグマ、ヤマドリ、シカを検査しています。 

 基準値超過内訳 イノシシ 4、ツキノワグマ 27 

合計 1,183件 38件  

流通食品 37件 0件 市場に流通している食品を検査しています。 

データベース ※基準値超過があった38件は、すべて野生の品目でした。 

食品中の放射性物質検査結果 
（令和3年4月～令和5年1月） 

  野生のキノコ、山菜を採取する場合には注意が必要です！ 

品目等 対象区域 

キノコ類（野生） 沼田市、安中市、みどり市、中之条町、長野原町、嬬恋村、草津町、高山村、東吾妻町、 

片品村、川場村、みなかみ町 

タケノコ（マダケ、野生） 渋川市（旧渋川市、旧小野上村）、みなかみ町 

タラノメ（野生） 前橋市（旧富士見村）、高崎市（旧倉渕村）、沼田市（旧沼田市、旧利根村）、渋川市 

（旧渋川市）、吉岡町、中之条町（旧中之条町）、川場村 

コシアブラ（野生） 前橋市(旧富士見村)、沼田市、渋川市(旧伊香保町)、藤岡市(旧藤岡市)、みどり市(旧東村)、

下仁田町、中之条町、長野原町、嬬恋村、草津町、片品村、川場村、みなかみ町 

ワラビ（野生） 沼田市（旧沼田市） 

※野生鳥獣肉 県内全域 ※イノシシの肉、クマの肉、ヤマドリの肉、シカの肉 

 野生のキノコ類や山菜類は、今でも基準値超過となる場合があります。採取する際には、 

出荷制限、出荷自粛の対象地域について、最新の情報をホームページで確認しましょう。 

出荷制限又は出荷自粛の対象区域（一部抜粋、令和５年２月１日現在） 出荷制限区域 



 

 

★公式フェイスブックとツイッターで情報発信中！ぜひフォローをお願いします！ 

 フェイスブック（https://www.facebook.com/gunma.shoku.anzen/） 

 ツイッター（https://mobile.twitter.com/gunmapref_shoku） 
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ください 

ご意見・ご感想 

お問い合わせは 

こ ち ら へ 

出典：内閣府食品安全員会ＨＰ（ https://www.fsc.go.jp/sonota/tori/tori_infl_ah7n9.html） 

 昨今、全国において野鳥や養鶏場において高病原性鳥インフルエンザの感染が確認されています。

本県においても、1月に3カ所の養鶏場で鳥インフルエンザの感染が確認されました。 

 内閣府食品安全委員会では、我が国の現状において、以下の理由から鶏肉や鶏卵等を食べることに

より、ヒトが鳥インフルエンザに感染する可能性はないと考えています。 

 根拠のない噂などにより混乱することなく、正確な情報に基づいて冷静に対応していただきますよ

うお願いします。 

  

※食中毒予防の点からも、鶏肉は十分に加熱調理をして食べましょう！  

鳥インフルエンザに関する情報 
～鶏卵・鶏肉の安全性～ 

天然のシアン化合物を含む食品による食中毒に注意しましょう！ 

 キャッサバ（タピオカの原料）、キャッサバの葉、亜麻の実、アンズの種子、

青梅の種子、ビワの種子等には、「シアン化合物」という天然の有害物質が含ま

れています。シアン化合物を高濃度に含む食品を多量に摂取すると、健康を害す

ることがあります。 

 最近、インターネット等で、キャッサバを使った料理や菓子等のレシピが紹介

されるようになりました。キャッサバを食べる場合は、皮をむき十分に火を通す

などの処理を行い、シアン化合物を取り除くことが必要です。 

 万が一、食べた後に体調が悪くなったら、すぐに医師の診察を受けましょう。      

 なお、青梅の種子に含まれるシアン化合物は、梅干しや梅酒などへの加工・熟

成により分解されると言われています。 


